○職員の身元保証に関する規則

別記様式（第２条関係）

（表面）

身　元　保　証　書

	職員氏名
	
	生年月日
	

	本　　籍
	
	住　　所
	

	 　　滝川地区広域消防事務組合職員である上記の者について、その職務に不都合があった場合は、

私共において職員の身元保証に関する規則により、その身元を引き受け、いささかもご迷惑をか

けないことを保証します。

 　　（身元保証の期間　　身元保証の日から　　　　　年　　月　　日まで）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

 　　滝川地区広域消防事務組合長　様

	
	保　　　証　　　人
	保　　　証　　　人

	氏　　名
	 　　　　　　　　　　　　　　　印
	 　　　　　　　　　　　　　　　印

	生年月日
	 　　　　　　　年　　　月　　　日
	 　　　　　　　年　　　月　　　日

	本　　籍
	
	

	住　　所
	
	

	職員との続柄
	
	

	職業(勤務先)
	
	


（裏面）

職員の身元保証に関する規則抜粋

第２条　職員は、就職に際してその身元保証のため、身元保証人２人の連署した別記様式の身元保証書を提出しなければならない。ただし、次の各号の一に該当する者は、身元保証人となることができない。

　　⑴　未成年者

　　⑵　破産の宣告を受けて復権しない者。成年被後見人及び被保佐人

　　⑶　貧困のため公私の扶助を受けている者

　　⑷　本組合職員及びその同居家族

　　⑸　その他組合長が不適当と認めた者

第３条　職員は、身元保証人が死亡したとき又は前条ただし書の規定に該当するに至ったときは、直ちに身元保証人を補充しなければならない。

第４条　身元保証の期間は、身元保証の日から５年以内とする。

第５条　身元保証人は、職員が退職した後１年間は、保証の責めを免れることができない。

